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る
若
者
の
修
学
・
就
業
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
徳
島
県
の
計
画
で
は
、
徳
島
大
学
等

が
有
す
る
地
域
の
優
位
性
を
活
か
し
た

光
関
連
産
業
の
振
興
と
専
門
人
材
育
成

な
ど
に
産
学
官
連
携
で
取
り
組
み
、
可

視
・
近
赤
外
光
だ
け
で
な
く
次
に
実
用

化
が
期
待
さ
れ
る
「
新
し
い
光
」
を
学

び
「
夢
の
あ
る
未
来
社
会
」
の
創
出
を

夢
見
る
学
生
が
日
本
全
国
や
世
界
中
か

ら
集
ま
る「
キ
ラ
リ
と
光
る
徳
島
大
学
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
徳
島
大
学
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
全
国
初
の
先
進
的
な
取
組
や

改
革
を
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。「
キ
ラ
リ
と
光
る
徳
島
大
学
」
の

実
現
に
向
け
て
、
徳
島
県
の
中
核
的
な

産
業
で
あ
る
光
関
連
産
業
に
貢
献
す
る

べ
く
、
徳
島
大
学
の
強
み
で
あ
る
光
科

学
分
野
を
更
に
強
化
し
、
総
合
医
科
学

プ
レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
拠
点
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
医
光
融
合
人
材
の
育
成

や
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
な
ど
、
光
応
用
専
門
人
材
の
創

出
を
担
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
産
学

官
金
の
密
接
な
連
携
の
下
、
徳
島
の
強

み
で
あ
る
光
関
連
分
野
の
研
究
力
や
技

術
水
準
、
人
材
育
成
の
強
化
を
図
る
こ

と
で
、
国
内
外
で
「
光
科
学
を
学
ぶ
な

ら
徳
島
、
光
産
業
を
仕
事
に
す
る
な
ら

徳
島
」
と
認
知
さ
れ
、
光
を
目
指
し
て

若
者
が
集
う
徳
島
の
実
現
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
地
方
大
学
・
地
域
産
業

創
生
交
付
金
の
交
付
対
象
事
業
と
し

て
、
徳
島
大
学
が
参
画
す
る
徳
島
県
の

「
次
世
代
〝
光
〟
創
出
・
応
用
に
よ
る

産
業
振
興
・
若
者
雇
用
創
出
計
画
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
地
方
を
担
う
若
者

が
大
幅
に
減
少
す
る
中
、
地
域
の
人
材

へ
の
投
資
を
通
じ
て
地
域
の
生
産
性
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

「
地
域
に
お
け
る
大
学
の
振
興
及
び
若

者
の
雇
用
機
会
の
創
出
に
よ
る
若
者
の

修
学
及
び
就
業
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
交
付
金
と
し
て
、
首
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
産
学
官
連

携
に
よ
り
地
域
の
中
核
的
産
業
の
振
興

や
専
門
人
材
育
成
な
ど
を
行
う
優
れ
た

取
組
を
重
点
的
に
支
援
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
日
本
全
国
や
世
界
中
か
ら
学
生
が

集
ま
る
よ
う
な
「
キ
ラ
リ
と
光
る
地
方

大
学
づ
く
り
」
を
進
め
、
地
域
に
お
け

分
野
等
へ
の
応
用
・
展
開
を
進
め
る
組

織
改
革
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

計
画
で
は
、「
新
し
い
光
の
創
出
と
応

用
」
を
テ
ー
マ
に
、
次
世
代
光
（
深
紫

外
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
、
赤
外
光
コ
ム
）
を
中
核

と
し
た
光
源
開
発
と
医
光
融
合
等
を
通

じ
た
応
用
・
製
品
開
発
で
、
世
界
ト
ッ

9
月
15
日

﹁
未
来
博
士
3
分
間
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

2
0
1
8
﹂に
お
い
て
本
学
大
学
院

生
が
発
表

　

未
来
を
拓
く
地
方
協
奏
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
運
営
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
未
来
博
士
3
分
間
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
2
0
1
8
」
が
、
東
広
島
市
の
「
東

広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル 

く
ら
ら
大

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
、
学
内
選
考
会
を
経
て
７

名
の
大
学
院
生
が
参
加
し
、
自
身
の
研

究
の
ビ
ジ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
熱
く
語
り

ま
し
た
。
大
会
終
了
後
、
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
本
学
の
参
加
者
か
ら
1
名
が
、

英
語
部
門
で
優
秀
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

9
月
25
日

J
R
四
国
主
催
の
旅
行
企
画
コ
ン
ペ
で

本
学
学
生
に
よ
る
旅
行
企
画
案
が
入
賞

　
香
川
大
学
オ
リ
ー
ブ
ス
ク
エ
ア
（
高

松
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
四
国
4
国
立

大
学
と
J
R
四
国
連
携
事
業
、
地
域
観

光
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
第
1
回
成
果
発
表

会
」
に
お
い
て
、
本
学
総
合
科
学
部
の

学
生
に
よ
る
旅
行
企
画
2
件
が
、
銅
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
平
成
29
年
に
締
結
さ
れ
た

「
四
国
４
国
立
大
学
と
J
R
四
国
の
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、

四
国
の
地
域
活
性
化
に
資
す
る
地
域
振

興
・
観
光
振
興
・
人
材
育
成
に
む
け
た

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
11
日・
12
月
2
日

徳
島
大
学
同
窓
会
連
合
会
交
流
会（
び
ざ

ん
会
）・関
東
地
区
徳
島
大
学
同
窓
会
連

合
会
交
流
会（
関
東
び
ざ
ん
会
）を
開
催

　
10
月
11
日
（
木
）
、
徳
島
市
の
ザ
・

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
に
お
い
て
、
徳
島

大
学
同
窓
会
連
合
会
交
流
会
（
び
ざ
ん

会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
野
地
学
長
か

ら
徳
島
大
学
の
近
況
報
告
と
と
も
に
、

徳
島
大
学
創
立
70
周
年
を
P
R
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
と
く
ぽ
ん
〟
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
と
く
ぽ
ん
が
登
場
す
る
と
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
2
日
（
日
）
に
は
、
ア

リ
ス
ア
ク
ア
ガ
ー
デ
ン
田
町
店
（
東

京
）
に
お
い
て
、
関
東
地
区
徳
島
大
学

同
窓
会
連
合
会
交
流
会
（
関
東
び
ざ
ん

会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
各
同
窓
会
や
名
誉
教
授

の
先
生
方
な
ど
、
多
数
ご
出
席
い
た
だ

き
、
旧
交
を
深
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、

他
の
同
窓
会
の
方
と
も
交
流
さ
れ
、
盛

会
に
終
わ
り
ま
し
た
。

10
月
11
日
～
19
日

徳
島
大
学
薬
用
植
物
園
一
般
開
放
を

開
催

　
毎
年
恒
例
の
薬
用
植
物
園
一
般
開
放

を
開
催
し
、
期
間
中
、
9
0
0
名
を
超

え
る
来
園
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
開
放
で
は
、
研
修
室
に
お
け

る
テ
ー
マ
展
示
と
し
て
、
一
閑
張
り
や

薬
草
画
の
作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

平
成
30
年
度
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付
金
の
交
付
対
象
事
業
と
し
て

徳
島
大
学
が
参
画
す
る
徳
島
県
の
計
画
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

びざん会。 関東びざん会。

多くの方が参加。

本学からの参加者。

自家製ソーセージの旅 with 
ソーセージ職人・横山氏。

テーマごとに整備された園内の様子。炭酸入浴剤作製の実演・体験。

にし阿波日帰り鍛冶体験ツアー。

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
や
ポ
プ
リ
を
用
い
た
炭

酸
入
浴
剤
作
製
の
実
演
・
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　
薬
学
部
附
属
薬
用
植
物
園
で
は
、
毎

年
様
々
な
テ
ー
マ
で
一
般
開
放
を
開
催

し
て
お
り
、
今
後
も
、
薬
学
の
発
展
に

資
す
る
た
め
、
収
集
、
保
存
、
研
究
、

社
会
貢
献
活
動
の
充
実
に
努
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

11
月
5
日

地
域
継
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
徳
島
県
教
育
会
館
５
階
小
ホ
ー
ル
に

て
地
域
継
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
ま
徳

島
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
自
治
体
や
企
業
の
防
災
・
危
機
管
理

担
当
者
、
B
C
P
担
当
者
ら
76
人
が
参

加
し
、
質
疑
応
答
で
は
県
へ
の
具
体
的

な
要
望
や
大
学
に
期
待
す
る
役
割
な
ど
、

前
向
き
な
提
案
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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『阿波なかつむぎプロジェクト』フォーラム

日時： 2019年1月27日（日）
場所： 牟岐町海の総合文化センター
問い合わせ先： 大学院医歯薬学研究部　
歯学域　尾崎和美
TEL： 088-633-9309
E-Mail: ozaki@tokushima-u.ac.jp

徳島大学病院フォーラム2019春

日時： 2019年3月3日(日)
場所： 大塚講堂（徳島大学蔵本キャンパス）
問い合わせ先： 病院総務課広報・企画係
TEL： 088-633-7463
E-mail： bsoumuss1@tokushima-u.ac.jp

第15回 徳島大学国際展開推進シンポジウム

日時： 2019年3月5日(火）
場所： 阿波観光ホテル
問い合わせ先： 徳島大学学務部国際課
TEL： 088-656-7491
E-mail： kokukikakuk@tokushima-u.ac.jp

徳大行事予定
2019.1.1～2019.3.31

叙勲   平成３０年秋の生存者叙勲を次の方が受章されました。（敬称略）

瑞宝中綬章   鈴木 茂行
徳島大学名誉教授　教育研究功労

　鈴木茂行名誉教授は、電気電子工学分野において、学生の教育及び研究者
の育成に努められるとともに、電気機器の特性解析とその応用に関する研究、ロ
ボットに関する基礎研究及び自然エネルギー利用に関する研究に優れた業績をあ
げ、この分野の研究の進歩に大きく貢献されました。

瑞宝双光章   永峰 康孝
元徳島大学医学部・歯学部附属病院診療支援部長　保健衛生功労

永峰康孝元診療支援部長は、永年にわたり臨床検査業務，臨床検査に関す
る教育及び病院の管理運営に精励し、徳島大学医学部・歯学部附属病院の
臨床検査の充実に寄与するとともに、地域社会における医療の充実にも大い
に貢献されました。

徳
島
大
学
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室

第     

回 

特
別
展

全
国
方
言
資
料
展

平
成
31
年
1
月
7
日（
月
）～
3
月
15
日（
金
）

26

　
徳
島
大
学
日
本
語
学
研
究
室
（
大
学

院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部 

社
会
総
合
科
学

域 

教
授 

岸
江 

信
介
）
で
は
、
こ
れ
ま
で

全
国
各
地
で
方
言
調
査
を
実
践
す
る
と

と
も
に
、
方
言
に
関
わ
る
関
連
資
料
を

収
集
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
展

示
で
は
、
四
国
言
語
地
図
、
徳
島
県
言

語
地
図
な
ど
の
パ
ネ
ル
で
方
言
調
査
結

果
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
「
徳
島
方
言
番
付
表
」
や

全
国
の
方
言
資
料
・
グ
ッ
ズ
な
ど
も
展

示
し
ま
す
。来
場
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

徳
島
方
言
番
付
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や

調
査
報
告
書
も
謹
呈
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
左
記
の
要
領
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

記
念
イ
ベ
ン
ト

日
時
：
３
月
３
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

①
講
演
会 

14
時
〜
15
時（
定
員
1
0
0
名
）

「
全
国
方
言
資
料
か
ら
み
る
地
域
性
」　

　
　

  

明
海
大
学 

元
教
授 

山
下 

暁
美 

氏

「
近
畿
西
部
～
中
国
東
部
の
方
言
動
態

に
つ
い
て
―
グ
ロッ
ト
グ
ラ
ム
調
査
を
も
と
に
―
」

　
　
　
　

 

甲
南
大
学 

教
授 

都
染 

直
也 

氏

「
阿
波
弁
の
お
も
し
ろ
さ
」

　
　

  

徳
島
大
学
名
誉
教
授 

仙
波 

光
明 

氏

「
四
国
地
方
に
お
け
る
方
言
研
究
」

　
　
　
　
　

 

四
国
大
学 

峪
口 

有
香
子 

氏

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

15
時
〜
16
時

　
（
定
員
1
0
0
名
）

会
場
：
徳
島
大
学
日
亜
会
館
2
階

　
　
　
講
義
室

　kishie.shinsuke@
tokushim

a-u.ac.jp

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
（
新
蔵
キ
ャ
ン
パ
ス
日
亜

会
館
１
階
／
徳
島
市
新
蔵
町
２
丁
目
24
番
地
）
は
、

平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
開
室
し
て
い
ま
す
。
一

般
の
方
も
自
由
に
見
学
（
無
料
）
で
き
ま
す
が
、

来
場
時
に
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
研
究
成
果
報
告
︼

タ
ン
パ
ク
質
結
晶
を
簡
単
に
作
製
す
る

技
術
を
開
発

先
端
酵
素
学
研
究
所・疾
患
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス

研
究
分
野 

准
教
授　
真
板 

宣
夫

統
合
失
調
症
治
療
薬
創
出
に
向
け
た

チ
オ
フ
ェ
ン
化
合
物
に
よ
る
D─

ア
ミ
ノ

酸
酸
化
酵
素
阻
害
機
構
の
解
明

先
端
酵
素
学
研
究
所・病
態
シ
ス
テ
ム
酵
素
学

分
野 

准
教
授　

加
藤 

有
介

教
授　
福
井 

清

植
物
ゲ
ノ
ム
編
集
プ
ロ
ト
コ
ル

│

C
R
I
S
P
R
╱
C
a
s
9
に

よ
る
果
樹
の
高
効
率
ゲ
ノ
ム
編
集

大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部　

生
物
資
源
産
業
学
域 

准
教
授 

刑
部 

祐
里
子

言
葉・指
差
し・視
線
で
対
話
し
て

操
作
す
る
自
動
運
転
車
を
開
発

大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部

理
工
学
域 
教
授　

北
岡 

教
英

新
規
が
ん
ワ
ク
チ
ン
開
発　

が
ん
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
で
治
療
成
功

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部

薬
学
域 

特
任
助
教　

清
水 

太
郎

Q  

と
くTalk

の
冊
子
を
取
り
置
き
し

て
い
ま
す
が
、
失
く
し
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お
送
り
い
た

だ
く
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？ 

A  

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
保
存
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
た
い
へ
ん

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
さ
て
、
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
ち
ら
に

在
庫
の
あ
る
号
で
あ
れ
ば
お
送
り
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
す
。
ま
ず

は
広
報
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連

絡
先
は
裏
表
紙
に
ご
ざ
い
ま
す
。な
お
、

恐
れ
入
り
ま
す
が
送
料
だ
け
は
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
か
と
存
じ
ま

す
。
ま
た
、
W
E
B
上
で
は
1
1
0

号
以
降
の
と
くTalk
電
子
版
を
公
開

し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ご
利
用
下

さ
い
。

http://w
w

w.tokushim
a-u.ac.jp/

about/publicity/toku_talk.htm
l
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